
議 案第 ２号関 係

秋田市 景観 計画に つい て

１ 諮 問理由

景 観 法 （ 平 成 16年 ６ 月 18日 法 律 第 110号 ） に 基 づ く 標 記 計 画 を 策 定 す

る に あた り 、 同 法 第 ９ 条第 ２ 項 の 規 定 に より 、 策 定 手 続に お い て都 市 計

画 審 議会 か ら の 意 見 聴 取が 必 要 と さ れ て いる た め 、 貴 審議 会 へ 諮問 す る

もの である 。

２ 計 画策定 の流 れ

「 計画策 定の 流れ」 のと おり

３ 景 観法に つい て

(1) 意見聴 取の 根拠条 文

（ 策定の 手続 ）

第 九 条 景 観行 政 団 体 は 、 景 観計 画 を 定 め よ う と する と き は 、あ ら か

じめ 、 公 聴 会 の 開 催等 住 民 の 意 見 を 反 映さ せ る た め に 必 要な 措 置 を

講ずる もの とする 。

２ 景 観 行 政団 体 は 、 景 観 計 画を 定 め よ う と す る とき は 、 都 市計 画 区

域又 は 準 都 市 計 画 区域 に 係 る 部 分 に つ いて 、 あ ら か じ め 、都 道 府 県

都市 計 画 審 議 会 （ 市町 村 で あ る 景 観 行 政団 体 に 市 町 村 都 市計 画 審 議

会が 置 か れ て い る とき は 、 当 該 市 町 村 都市 計 画 審 議 会 ） の意 見 を 聴

かなけ れば ならな い。

(2) 景観法 の概 要

「景観 法の 概要」 のと おり

４ 秋 田市景 観計 画につ いて

(1) 内容

別添「 秋田 市景観 計画 （原案 ）」 のと おり
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(2) 計画策 定理 由

本市で は、平成 14年７ 月に 現行の 秋田 市都市 景観 条例を 制定 した が、

そ の後、 以下 の状況 変化 が生じ てい る。

・ 平 成 17年 １ 月 11日 に １ 市２ 町 が 合 併 し 、 市 域が 旧 秋 田 市の 約 ２

倍 とな った。

・平 成17年６月 に景 観法が 全面 施行 された 。

・ 市 民 に よ る 景 観 ま ち づ く り の 取 組 が 展 開 さ れ て い る 。（ 平 成 18

年 度か らの新 屋表 町通り での 取組 ）

こ の た め 、現 行 条 例 に 基 づ く景 観 形 成 施 策 を 法 に基 づ く 制 度体 系 に

移 行 し 、 市 民が 主 体 的 に 地 域 の景 観 づ く り に 取 り 組む こ と が でき る 環

境 を 整 備 す る必 要 が あ る こ と から 、 本 計 画 を 策 定 する こ と と した も の

で ある。



計画策定の流れ

H19.8～10 「景観ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ」実施（市内７地域で景観ﾏｯﾌﾟづくり）

↓

H19.12.12～H20.1.13景観ﾏｯﾌﾟ案に対する意見募集（意見公募、ｱﾝｹｰﾄ、関連業界団体）

↓

H20.7 「景観に関するアンケート調査」実施

↓

H20.8.27都市環境審議会 秋田市から「秋田市景観計画の策定に関する必要事項の調査

へ諮問 および審議について」諮問

↓

H20.9.3第７回 諮問内容について景観審から景観専門部会へ付託

都市環境審議会
↓

H20.9.3第13回 計画策定方針を審議

専門部会
↓

H20.9.5第23回 計画策定の経緯等を報告

都計審
↓

H20.9 「景観マップ2008」公開

↓

H20.12.19第14回 計画素案の審議

専門部会
↓

景観法第９条第１項に基づく住民の意見を反映させる措置

H21.1.15～ 2.4・市民意見公募（一般、市民100人会、関係業界）

H21.1.23、 2.5・説明会（1/23市民向け、1/23事業者向け、2/5川反都市景観地区関係者向け）

↓

H21.2.9第15回 計画原案の審議

専門部会
↓

H21.2.13都計審 秋田市から「秋田市景観計画について」諮問

へ諮問
↓

H21.2.20第25回 景観法第９条第２項に基づき、計画原案について意見聴取

都計審
↓

H21.2 都計審 秋田市へ「秋田市景観計画について」答申

から答申
↓

H21.3中旬第８回 計画原案の最終審議

都市環境審議会
↓

H21.3 都市環境審議会 秋田市へ「秋田市景観計画の策定に関する必要事項の調査お

から答申 よび審議について」答申

↓

H21.3 景観法第９条第６項に基づき、計画の告示・縦覧

※都計審 ：秋田市都市計画審議会

都市環境審議会 ：秋田市都市環境の創造および保全に関する審議会

専門部会：秋田市都市景観形成専門部会（都市環境審議会に設置）
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景 観 法の 概要

○景観計画とは

・景観計画は景観行政団体が策定し、区域や一定の行為に対する届出・勧告の基準を定めます。

・景観計画では、届出・勧告の対象となる行為の範囲を条例に定めることができます。

「景観行政団体」＝景観行政を担う主体（政令市、中核市、都道府県は自動的に景観行政になります）

○景観計画策定の手続について

（景観法第９条第２項）

景観行政団体は、景観計画を定めようとするときは、都市計画区域又は準都市計画区域に係る部分につ

いて、あらかじめ、都道府県都市計画審議会（市町村である景観行政団体に市町村都市計画審議会が置か

れているときは、当該市町村都市計画審議会）の意見を聴かなければならない。

（景観法第９条第６項）

景観行政団体は、景観計画を定めたときは、その旨を告示し、国土交通省令・農林水産省令・環境省令

で定めるところにより、これを当該景観行政団体の事務所において公衆の縦覧に供しなければならない。

○景観法について

（画像：

国土交通省HPより）

景観計画は、景観行政団体が景観に関するまちづくりを進める基本的な計画として、景観

法に基づき景観形成上重要な公共施設の保全や、整備の方針、景観形成に関わる基準等をま

とめる計画です。

景観計画を策定するときは、都市計画区域、準都市計画区域に係る部分について都市計画

審議会の意見を聴くことが、景観法で定められています。


